
 

 

 

 

１．研究課題名： 

巨大地震に耐えうる環境安全で堅牢な最終処分場の 

新技術開発に関する研究 

 

２．研究代表者氏名及び所属： 

島岡 隆行 （国立大学法人九州大学） 

 

３．研究実施期間： 

平成 26～28 年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

巨大地震への備えとして社会インフラの強靭化や最終処分場の埋立容量の確保が求

められている。管理型処分場では、環境汚染リスクの低減、維持管理費用の低減、跡

地利用の迅速化が求められている。近年、管理型処分場に処分される廃棄物の大半は、

焼却残渣となっている。 

本研究は、焼却残渣を特殊工法でセメント固化しながら処分する「廃棄物固化式処

分システム」の構築を目標に、固化体の(1)配合、(2)性状、(3)耐久性、(4)施工性、

(5)耐震性を明らかにするものである。 

当処分システムは、埋立容量の確保、処分場の耐震性向上、有害物質の溶出抑制、

跡地の早期利用や高度利用を図れるものであり、廃棄物行政への貢献が期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 
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６．研究のイメージ 

 

巨大地震に耐えうる環境安全で堅牢な最終処分場の新技術開発に関する研究

２．研究内容

１．背景及び目的

最終処分場の

環境汚染リス

クの低減

巨大地震発生
時の災害廃棄
物処理への

備え

防災・減災の
観点に則った

社会インフラの
強靱化

最終処分場の
耐震性を向上
させたい。

最終処分場の

埋立容量を確保
したい。

焼却残渣からの

有害物質の溶出
を抑制したい。

「廃棄物固化式処分システム」の構築

処分場維持管
理費の低減、
跡地利用の
迅速化

処分場に搬入さ
れる廃棄物の大
半が焼却残渣
（焼却灰、飛灰）

焼却残渣を対象にした環境安全、かつ堅牢な最終処分場の開発

ﾃｰﾏ（1） 材料 (H26)

1. 流体化の条件、ｾﾒﾝﾄ添加

率と強度、配合選定手法、

混和材の添加等の検討

1.  固化式処分場の地震時挙動

焼却残渣
（焼却灰＋飛灰） 固化盤

高周波振動に
よる固化

ﾃｰﾏ（2） 固化体の性状 (H26)

1.  固化体の物理・化学特性

2.  有害物質の溶出特性

3.  固化体の孔隙構造

ﾃｰﾏ（3） 耐久性 (H26-27)

1. 耐候性、潮解性

2. 未燃分の腐敗、初期の発生ガスが固

化体に及ぼす影響

3. 風化に伴う鉱物種変化、長期耐久性

4. 固化体中の物質移動

1.  法面付近における固化施工法

2.  遮水材料の選定と遮水工の仕様

3.  排水方法・発生ガス排除方法

4.  施工手順

 

CO2, 
CH4

遮水工

雨水浸透
溶質移動

・未燃分の腐敗
・風化
・鉱物変化、等

耐候性

法面付近
の施工性

コア採取

固化埋立

ﾃｰﾏ（5） 耐震性 (H28)ﾃｰﾏ（4） 施工性 (H27-28)

（3K143001）

 


